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新温泉町広報
－平成19年4月号－

vol.19

4 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

大庭保育所は花づくりを通して地域と園児とのふれあいを深めています。4 月 6 日（金）の
入園式は、園児の祖父母が育てた 130 個の花の鉢植えやプランターが並べられ、華やいだ
雰囲気に包まれました。そして、この日から御火浦へき地保育所の休園により、同保育所在
園児を含む 33 人の新しい友達が加わりました。



�広報しんおんせん（4月号）

ま
ち
の
将
来
像

海
・
山
・
温
泉　

人
が
輝

く　

夢
と
温
も
り
の
郷

（
サ
ブ
テ
ー
マ
）

　

安
ら
ぎ
と
憩
い
の
空
間　

新
温
泉
町

‐
新
温
泉
町
総
合
計
画
「
基
本
構
想
」
を
策
定
‐

　
「
海
・
山
・
温
泉　

人
が
輝
く　

夢
と
温
も
り
の
郷
」
の
実
現
に
向
け

広報しんおんせん（4月号）

　

本
町
は
、
ま
ち
の
将
来
像
と
そ
の
実
現
に
必
要
な
施
策
の
方
向
性
を
示
し
、
総
合

的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
平
成
17
年
度
か
ら
「
町
総
合
計
画
」
の
策

定
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
19
年
度
か
ら
向
こ
う
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
基

本
構
想
（
ま
ち
の
将
来
像
「
海
・
山
・
温
泉　

人
が
輝
く　

夢
と
温
も
り
の
郷―

安

ら
ぎ
と
憩
い
の
空
間　

新
温
泉
町―

」）
を
策
定
し
ま
し
た
。
山
陰
海
岸
を
は
じ
め

町
が
保
有
す
る
貴
重
な
自
然
遺
産
に
光
を
あ
て
、
み
が
き
、
人
と
自
然
と
の
共
生
を

基
盤
に
、
“
自
然
と
人
間
の
か
か
わ
り
”
を
テ
ー
マ
と
し
ま
す
。
そ
し
て
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
私
た
ち
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
、
周
辺
や
関

連
す
る
自
治
体
と
も
手
を
携
え
た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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本
町
は
、
鳥
取
市
や
豊
岡
市
に
近
接

す
る
と
共
に
山
陰
海
岸
国
立
公
園
、
温

泉
、
水
産
物
、
但
馬
牛
、
酒
造
り
な
ど

の
世
界
に
誇
れ
る
自
然
、
歴
史
、
文
化
、

先
人
・
技
な
ど
多
種
多
様
な
地
域
資
源

を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
誇
る
べ

き
日
本
の
原
風
景
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
さ
ら
に
み
が
き
高
め
な
が

ら
、発
展
し
て
い
く
ま
ち
の
姿
と
し
て
、

本
町
の
将
来
像
を
「
海
・
山
・
温
泉　

人
が
輝
く　

夢
と
温
も
り
の
郷
」、
サ

ブ
テ
ー
マ
を
「
安
ら
ぎ
と
憩
い
の
空
間

　

新
温
泉
町
」
と
設
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
隣
接
す
る
県
庁
所
在
都
市
等

総合計画審議会の審議経過
第 1回 平成 18年

  6 月   5 日
・
・

・

・

・

委嘱状交付
審議会会長に石原八一氏、副
会長に松田博之氏が選任さ
れました。
基本構想について、町長から
会長に諮問されました。
策定方針・スケジュール等を
確認しました。
本審議会のアドバイザーであ
る細尾勝博氏（国土交通省・
観光カリスマ（第１陣））に「ま
ちの資源を生かした “ 地域経
営 ”」と題して、基調講演を
していただきました。

第 2回   6 月 27 日 ・町内フィールドワークとして町
民交流バスを利用して、タウン
ウォッチングを実施しました。

第 3回   8 月   3 日 ・効率的に審議するため、2つ
の小委員会を構成しました。
（第１小委員会）文教民生関係
（第２小委員会）産業建設関係

第 4回   9 月   4 日 ・小委員会の委員長、副委員長
を選出するとともに、各テー
マに沿って、グループ討議し
ました。
（第１小委員会）①自立と協
働②安心③誇りと生きがい
（第２小委員会）①自立と協
働④活力⑤快適・生活環境

第 5回 10月   2 日 ・小委員会で各テーマに沿っ
て、グループ討議しました。
（第１小委員会）①自立と協
働②安心③誇りと生きがい
（第２小委員会）①自立と協
働④活力⑤快適・生活環境

10月 16日・町内の小中学生を対象とし
た新温泉町まちづくり作文・
絵画「未来の新温泉町」募集
事業の作品審査及び優秀賞
等の決定をしました。

10月 20日・

・

“ みんなでつくる総合計画 ”
「新温泉町まちづくりフォー
ラム」を後援しました。
本審議会のアドバイザーで
ある中川幾郎氏（帝塚山大
学大学院法政策研究科、大学
法政策学部教授）から　「参
画と協働による新温泉のコ
ミュニティづくり」と題して
講演をしていただきました。

第 6回 11月   6 日 ・基本構想骨子（案）について、
審議しました。

第 7回 11月 28日・基本構想骨子（案）について、
審議しました。

第 8回 12月 18日・基本構想骨子（案）について、
審議しました。

第 9回 平成 19年    
  2 月 13 日

・基本構想（案）について（参
考資料：基本計画（素案）に
ついて）、審議・決定しました。

  2 月 23 日 ・総合計画審議会の答申

の
利
便
性
を
活
用
で
き
る
立
地
条
件
を

は
じ
め
、
密
度
の
高
い
資
源
や
機
能
を

有
機
的
に
結
び
つ
け
、
人
と
人
、
地
域

と
地
域
、
産
業
と
暮
ら
し
の
つ
な
が
り
を

深
め
る
と
共
に
、
高
齢
社
会
に
お
け
る

生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
な
ど
の
安
全
・

安
心
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
中
心
に
、
小

規
模
自
治
体
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る

き
め
細
か
さ
を
生
か
し
て
対
応
方
策
を

提
言
し
、
21
世
紀
を
先
導
す
る
〝
日
本

海
の
情
報
発
信
ま
ち
〟
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
ち
の
将
来
像
を
実
現

す
る
た
め
の
進
め
方

　

ま
ち
づ
く
り
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
、
行

政
分
野
や
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
住
民

と
行
政
は
、
連
携
・
協
働
し
、
手
を
携

え
て
努
力
を
続
け
る
「
参
画
と
協
働
」

の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
行
政
施
策
・
事
業
へ

の
参
画
と
協
働
に
加
え
、
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
特
に
住
民
が
自
ら
地
域
づ
く

り
活
動
に
行
政
施
策
・
事
業
を
活
用
す

る
仕
組
み
づ
く
り
や
、
支
援
施
策
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

総合計画審議会
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ま
ち
づ
く
り
の
理
念

▼
自
立
と
協
働
の
住
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り

◇
行
政
や
住
民
の
意
識
改
革
に
よ
り
、

経
済
的
な
「
自
立
」
と
共
に
主
体
的

に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る「
自
律
」

性
を
持
っ
た
人
づ
く
り
と
、
そ
の
人

が
主
役
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

◇
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
の
役
割
分
担
を
明

確
に
し
、
相
互
の
認
識
と
理
解
の
上

に
立
っ
て
、
共
通
の
目
的
を
持
っ
た

「
協
働
」の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

▼
自
然
と
歴
史
・
文
化
を
生
か
し
た
個

性
あ
る
ま
ち
づ
く
り

◇
自
然
と
共
生
、
調
和
し
、〝
自
然
と

人
間
の
か
か
わ
り
〟
を
大
切
に
し
た

持
続
可
能
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

◇
歴
史
、
文
化
財
を
大
切
に
し
、
地
域

の
持
つ
文
化
力
を
高
め
、
元
気
を
発

信
す
る
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

▼
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

◇
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
害
者
、
外
国

　

人
等
誰
も
が
自
立
し
て
社
会
参
加
で

き
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

◇
人
権
を
尊
重
し
、
こ
こ
ろ
が
通
い

合
う
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
生
か

し
、
共
に
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

▼「
世
代
間
」「
産
業
間
」「
地
域
間
」「
都
市
」

と
連
携
・
交
流
す
る
ま
ち
づ
く
り

◇
世
代
を
超
え
、
男
女
共
同
参
画
に
よ

り
地
域
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
と
共

に
、
近
隣
や
よ
り
広
域
的
な
地
域
間

の
連
携
、
交
流
を
促
進
し
、
地
域
力

を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◇
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
の
活
性
化
支
援
や

異
業
種
間
の
連
携
、交
流
を
推
進
し
、

新
た
な
付
加
価
値
を
生
み
出
す
産
業

の
育
成
を
図
る
と
共
に
、
雇
用
の
創

出
に
努
め
ま
す
。

地域資源の特性からみたまちの連携イメージ
＜共　　通＞

　・温泉（岸田川流域の４温泉）　　　　　  　
　・自然環境の重視　　　　　　　　　　　　
　・自然資源の保全と活用　　　　　　　　　
　・産業、生活文化の継承と情報発信　　　　
　・観光、交流事業の基幹産業化　　　　　　
　・道路整備による２地域間の連結強化　など

温泉地域 浜坂地域
（山ゾーン） 海ゾーン

＜連携・交流における主な役割＞
 ◇観光産業の振興　など

＜連携・交流における主な役割＞
 ◇ふるさと環境による体験交流の促進　など

温泉旅館群

但馬杜氏

但馬牛

観光施設
山陰海岸

白砂青松

国民保養温泉地水産物

先人群

扇ノ山・上山高原
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▼
安
心
な
新
生
活
の
提
案
町

　

豊
か
な
自
然
環
境
に
育
ま
れ
た
美
し

い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
ま
ち

▼
自
然
美
味
の
提
供
町

　

魅
力
あ
る
食
文
化
を
育
み
、
安
全
で

良
質
な
食
糧
を
生
産
・
供
給
す
る
ま
ち

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

企
画
課　

企
画
政
策
係

▼
大
自
然
の
発
信
町

　

自
然
遺
産
の
再
評
価
推
進
や
歴
史
あ

る
学
術
文
化
を
保
護
・
継
承
し
、
自
然

と
の
共
生
を
展
開
す
る
ま
ち

▼
日
本
海
の
玄
関
・
連
携
町

　

近
畿
と
山
陰
の
日
本
海
連
携
拠
点
の

ま
ち

▼
健
康
長
寿
の
実
現
町

　

海
、
山
、
温
泉
を
活
用
し
た
健
康
保

養
・
集
客
の
ま
ち

▼
募
金
総
額
（
平
成
18
年
度
）

　

54
万
５
８
４
５
円
（
う
ち
、
２
分
の

１
の
額
が
本
町
へ
交
付
さ
れ
ま
し
た
）

▼
募
金
の
使
途

　

本
町
へ
の
交
付
金
は
、
各
集
落
な
ど

へ
再
配
分
す
る
の
で
は
な
く
、
町
緑
化

推
進
委
員
会
の
事
業
と
し
て
、
特
定
の

も
の
に
重
点
的
に
配
分
し
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度

◇
糸
城
最
終
処
分
場
跡
地
（
指
杭
）
の

植
栽

◇
宇
都
野
公
園
の
桜
の
植
栽

◇
そ
の
他
公
共
施
設
を
中
心
と
し
た
植
栽

平
成
19
年
度
（
予
定
）

◇
泰
雲
寺
（
竹
田
）
の
し
だ
れ
桜
の
治
療

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
緑
化
推
進
委
員
会

　
（
事
務
局
・
農
林
水
産
課　

林
務
係
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

「
緑
の
募
金
」
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

森
と
緑
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
限
り
な
い
恵
み
を
も
た
ら
し
、
豊
か
な
地
球
環

境
を
残
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
か
け
が
え
の
な
い
森
と
緑
を
守
り
育
て
て
い
く

た
め
に
、
兵
庫
県
は
「
緑
の
募
金
」
と
し
て
、
家
庭
、
学
校
、
職
場
、
街
頭
及
び
団

体
（
企
業
）
募
金
を
県
下
各
地
で
行
っ
て
い
ま
す
。
集
ま
っ
た
募
金
は
、
そ
の
２
分

の
１
の
額
が
当
該
市
町
に
交
付
さ
れ
、
町
緑
化
推
進
委
員
会
の
事
業
と
し
て
地
域
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
昨
年
度
と
同
様
に
各
戸
１
０
０
円
の
家
庭
募
金
へ
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

新
温
泉
町
の
果
た
す
べ
き
広
域
的
な
役
割

　

本
町
は
、
国
内
、
ま
た
近
畿
圏
等
に
お
い
て
、
次
の
重
要
な
広
域
的
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
今
後
も
さ
ら
に
明
確
に
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。



�

町政のうごきから

‐
会
社
や
お
店
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
‐

「
町
広
報
誌
」
へ
の
広
告
募
集
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▼
掲
載
ペ
ー
ジ　

◇
広
報
し
ん
お
ん
せ
ん
（
毎
月
第
２
木

曜
日
発
行
）「
わ
が
ま
ち
〝
新
温
泉
〟

く
ら
し
の
情
報
」
コ
ー
ナ
ー
の
下
一
段

◇
広
報
し
ん
お
ん
せ
ん
お
知
ら
せ
版

（
毎
月
第
４
木
曜
日
）
の
下
一
段

▼
広
告
の
大
き
さ

◇
一
段
通
し
（
１
種
広
告
）

　

縦
５
・
４
㎝
、
横
16
・
８
㎝

◇
２
分
の
１
段
（
２
種
広
告
）

　

縦
５
・
４
㎝
、
横
８
・
３
㎝

▼
印
刷
方
法　

広
告
は
一
色
刷
り
と

し
、「
広
告
」の
字
句
を
挿
入
し
ま
す
。

▼
掲
載
料　

掲
載
１
回
（
広
報
し
ん

お
ん
せ
ん
及
び
同
お
知
ら
せ
版
を
一

組
）
あ
た
り
、

◇
１
種
広
告　

１
万
５
０
０
０
円

◇
２
種
広
告　

８
０
０
０
円

▼
申
込
方
法　

広
告
掲
載
申
込
書
に
掲

載
し
よ
う
と
す
る
版
下
を
添
え
て
、

　

広
報
を
発
行
す
る
20
日
前
ま
で
に
企

画
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他　

住
民
サ
イ
ド
に
立
っ
た
適

正
な
広
告
を
掲
載
す
る
た
め
、
あ
ら

か
じ
め
「
広
報
し
ん
お
ん
せ
ん
広
告
審

査
委
員
会
」
で
内
容
を
審
査
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

▼
名
称　

新
温
泉
町
町
勢
要
覧
「
創
」

※
次
世
代
に
遺
す
べ
き
新
し
い
ま
ち
を

創
造
し
て
い
く
、
新
温
泉
町
の
思
い

を
託
し
た
も
の
で
す
。
書
は
本
町
出

身
の
前
衛
書
家　

宇
野
雪
村
氏
に
よ

る
も
の

▼
発
行
日　

平
成
19
年
3
月

▼
編
集　

新
温
泉
町
（
企
画
課
）

▼
規
格

◇
サ
イ
ズ　

Ａ
４
版

◇
ペ
ー
ジ
数　

30
ペ
ー
ジ

▼
構
成　

特
集
（
海
と
山
と
温
泉
）、

歴
史
・
文
化
、
産
業
、
観
光
、
特
産
、

　

教
育
、
医
療
・
福
祉
・
保
健
、
交
流
、

生
活
環
境
、
行
政
、
議
会

▼
発
行
部
数　

１
０
０
０
部

▼
販
売
等

・
本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ

デ
ー
タ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

・
本
誌
の
製
本
版
は
1
部
１
０
０
０
円

に
て
企
画
課
で
販
売
し
ま
す
。

　

※
郵
送
時
に
は
、
送
料
実
費
（
1
部

１
８
０
円
）
が
別
途
必
要
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

　

本
町
は
、
企
業
Ｐ
Ｒ
と
産
業
振
興
の
一
助
を
担
う
た
め
「
広
報
し
ん
お
ん
せ
ん
広

告
掲
載
取
扱
要
綱
」
を
制
定
し
、
町
広
報
誌
「
広
報
し
ん
お
ん
せ
ん
」
に
有
料
広
告

の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま
す
。

　

町
広
報
は
、
毎
回
約
６
０
０
０
部
を
発
行
し
、
町
内
全
世
帯
に
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
町
出
身
者
、
町
観
光
大
使
へ
配
布
し
て
い
ま
す
。

町
勢
要
覧
「
創
」
の
発
刊

　

本
町
に
は
住
民
が
誇
る
自
然
環
境
や
多
く
の
無
形
有
形
の
文
化
財
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
の
宝
物
を
、
住
民
が
再
認
識
し
、
活
か
し
、
守
っ
て
い
く
こ
と
が
こ

れ
か
ら
の
新
し
い
町
づ
く
り
の
第
一
歩
で
す
。

　

そ
こ
で
、
本
町
は
合
併
後
初
と
な
る
町
勢
要
覧
「
創
」
を
作
製
し
、
視
察
研
修

で
訪
れ
る
人
々
や
、
視
察
先
で
本
町
を
紹
介
す
る
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　

町勢要覧「創」
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契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

観光交流センター及び…
地域交流広場建設工事 湯

観光交流センター：（休憩
室棟）木造、（浴場棟）鉄
筋コンクリート造
地域交流広場：インター
ロッキング舗装

423,150,000 平成 19年 2月 22日～　平成 20年 2月 29日
株本 ･山根 ･山村
特別共同企業体

県立但馬牧場公園…
ユニバーサル化整
備工事

丹土

触知案内板、標識（ピク
トサイン）、音声案内装…
置、視覚障害者誘導用ブ
ロック、階段手摺、オ…
ストメイト対応トイレ

 3,507,000 平成 19年 2月 21日～　平成 19年 3月 30日 ㈲坂本建材土木

（乙第 5096 号）
普通河川釜屋川河
川災害復旧工事

釜屋 河川災害復旧護岸工L=51m 8,400,000 平成 19年 2月 22日～　平成 19年 3月 30日 日興建設㈱

（乙第 5099 号）
町道和田線道路災
害復旧工事

和田 道路災害復旧 L=15m 3,360,000 平成 19年 2月 22日～　平成 19年 3月 30日 ㈱岸本工務店

普通河川家ノ奥川
河川改良工事 用土 河川改良工事 L=36m 2,394,000 平成 19年 2月 22日～　平成 19年 3月 28日 ㈱田中工業所

871-6
下大堂農地復旧工事 中辻

復旧延長 L=39m
布団籠 L=63m
法面工 A=282㎡

2,782,500 平成 19年 3月 5日～　平成 19年 3月 30日 赤坂土建㈱

871-9
長田農地復旧工事 塩山

復旧延長 L=38m
布団籠 L=81m
法面工 A=263㎡

3,622,500 平成 19年 3月 5日～　平成 19年 3月 30日 ㈲寺谷建設

871-16
和津農地復旧工事 歌長

復旧延長 L=33m
ブロック積 A=126㎡
法面工 A=316㎡

6,037,500 平成 19年 3月 5日～　平成 19年 3月 30日 ㈲山下土建

871-18
大辻尾 1農地復旧工事 熊谷

復旧延長 L=19m
ブロック積 A=84㎡
法面工 A=15㎡

4,095,000 平成 19年 3月 5日～　平成 19年 3月 30日 藤田建設㈱

871-20
稲木場農地復旧工事 中辻

復旧延長 L=34m
布団籠 L=68m
法面工 A=211㎡

3,034,500 平成 19年 3月 5日～　平成 19年 3月 30日 山陰造園土木㈱

871-25
八山農地復旧工事 塩山

復旧延長 L=43m
ブロック積 A=124㎡
法面工 A=117㎡

5,145,000 平成 19年 3月 5日～　平成 19年 3月 30日 ㈲田中土建

浜坂北小学校屋内
運動場屋根防水再
設置工事

浜坂 屋内運動場屋根防水再設置 4,200,000 平成 19年 3月 14日～　平成 19年 3月 29日 株本建設工業㈱

新温泉町リサイク
ルセンター処理設
備機器補修工事

久谷
金属圧縮機（油圧二方締
自動プレス機）及びペッ
トボトル圧縮梱包機部品
取替等補修

2,590,350 平成 19年 3月 14日～　平成 19年 3月 30日 ㈱太陽機械工作所

（平成 19 年 2 月 16 日～平成 19 年 3 月 15 日契約分）
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浜
坂
駅
～
商
店
街
～
白
川

橋
を
一
方
通
行
と
す
る

　

高
齢
者
、
歩
行
者
が
安
心
し
て
買
い

物
、散
策
で
き
る
ス
ト
リ
ー
ト
と
す
る
。

浜
坂
駅
～
Ｊ
Ｒ
沿
い
～
川
合
橋
～
白
川

橋
の
開
通
に
よ
り
、
一
方
通
行
化
は
可

能
で
あ
る
。
既
成
事
実
の
変
更
、
一
方

通
行
化
は
利
害
が
先
行
し
て
、
反
対
の

み
が
声
高
に
言
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、

現
行
で
は
中
心
市
街
地
が
ジ
リ
貧
化
す

る
の
み
で
あ
る
。
通
年
化
の
一
方
通
行

が
問
題
な
ら
ば
、
奇
数
月
は
西
方
向
、

偶
数
月
は
逆
方
向
と
か
考
え
ら
れ
る
。

（
他
都
市
に
例
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
（
浜
坂
・
下
雅
意
満
）

（
回
答
）

　

一
般
的
な
一
方
通
行
は
、
対
面
通
行

し
に
く
い
狭
い
道
を
安
全
に
通
行
す

る
た
め
の
規
制
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
他
の
一
方
通
行
と
し
て
、
都

市
部
な
ど
で
、
交
通
の
流
れ
を
ス
ム
ー

ズ
に
す
る
た
め
の
一
方
通
行
が
あ
り
ま

す
。（
大
阪
の
御
堂
筋
な
ど
）

　

ご
提
案
の
内
容
は
、
一
方
通
行
化
に

よ
り
通
行
車
両
が
減
り
、
歩
行
者
が
増

え
る
こ
と
に
よ
り
浜
坂
駅
か
ら
京
口
町

に
か
け
て
の
商
店
街
に
お
け
る
に
ぎ
わ

い
が
増
し
、
ま
た
、
高
齢
者
も
安
心
し

て
散
策
が
で
き
、
結
果
と
し
て
売
上
増

に
つ
な
が
る
、
と
い
う
ア
イ
デ
ア
だ
と

思
い
ま
す
。

―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

本
町
は
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
昨
年
５

月
か
ら
本
誌
に
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載
し
、
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
（
意
見
、
提
案
及
び
要
望
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
、
１
名
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
提
案
と
そ
の
内
容

を
掲
載
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
も
隔
月
（
奇
数
月
）
に
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載

し
ま
す
。
将
来
の
新
温
泉
町
の
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
け
る
熱
い

思
い
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
注
）
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
、
年
２
回
ま
で
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
３
回
目
以
降
に
つ
い
て
は
個
別
回
答
と
し
ま
す
。
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一
方
通
行
を
実
験
的
に
導
入
し
、
商

店
街
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る

例
を
見
る
と
、
あ
る
市
で
は
実
験
後
も

継
続
し
て
導
入
し
た
と
こ
ろ
、
実
験
前

に
比
べ
て
歩
行
者
が
20
％
増
加
し
、
通

行
車
両
は
50
％
減
少
し
ま
し
た
。
逆
に

実
験
後
、
一
方
通
行
を
導
入
し
な
か
っ

た
あ
る
市
で
は
歩
行
者
が
15
％
減
少

し
、
通
行
車
両
も
30
～
45
％
減
少
し
、

半
数
以
上
の
店
舗
で
売
上
が
減
少
し
ま

し
た
。
こ
の
結
果
が
全
て
の
ケ
ー
ス
に

当
て
は
ま
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
興

味
深
い
結
果
で
は
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
一
方
通
行
規
制
を
行
っ

た
場
合
、
歩
行
者
に
歓
迎
さ
れ
る
一

方
、
車
利
用
者
か
ら
は
利
便
性
が
下
が

る
分
、
苦
情
を
受
け
る
傾
向
に
な
り
が

ち
で
す
が
、
高
齢
化
社
会
、
環
境
問
題
、

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
と
い
っ
た
観

点
か
ら
す
る
と
十
分
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る

と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
導
入
に
あ
た
っ
て

は
、
交
通
規
制
形
態
の
変
更
や
沿
道
商

店
主
、
地
域
住
民
の
合
意
形
成
、
路
線

バ
ス
の
取
り
扱
い
等
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
沿

道
の
商
店
に
と
っ
て
は
道
路
空
間
の
使

用
方
法
の
変
更
は
死
活
問
題
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
商
店
街
、
地
域
住
民
の

意
見
を
十
分
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
本
格
的
な
導
入
を
行
う
前
に
、
期

間
を
決
め
て
実
験
的
に
試
行
し
て
み
る

の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
験

を
行
う
に
し
て
も
事
前
に
十
分
な
準
備

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
実
験
の
結

果
、
仮
に
歩
行
者
が
増
え
て
も
、
単
純

に
商
店
の
売
上
に
は
結
び
つ
く
わ
け
で

は
な
く
、
売
上
に
結
び
つ
く
よ
う
な
消

費
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
供

給
な
ど
の
工
夫
も
重
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
成
功
す
れ
ば
、
一
定
の
効
果
が

期
待
さ
れ
る
だ
け
に
、
実
施
の
是
非
を

含
め
て
今
後
慎
重
に
検
討
を
し
て
い
く

事
案
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
建
設
課
長　

田
中
茂
）
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▼
主
な
改
正
点

◇
供
用
開
始
の
公
示
の
日
か
ら
３
年
以

内
に
行
わ
れ
る
改
造
工
事
を
対
象
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
で
は
本
年

４
月
１
日
か
ら
３
年
以
内
に
改
造
工

事
を
行
う
場
合
に
適
用
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

◇
一
般
住
宅
を
対
象
と
し
て
い
ま
し
た

が
、住
宅
の
区
分
を
廃
止
し
ま
し
た
。

▼
融
資
機
関

・
株
式
会
社
但
馬
銀
行

・
鳥
取
信
用
金
庫

・
但
馬
信
用
金
庫

・
株
式
会
社
み
な
と
銀
行

・
た
じ
ま
農
業
協
同
組
合

・
兵
庫
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

・
兵
庫
労
働
金
庫

・
社
会
福
祉
法
人
兵
庫
県
社
会
福
祉
協

議
会（
新
温
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

▼
査
定
額　

１
０
０
万
円
以
内
／
１
戸

▼
利
子
補
給
率　

年
４
・
５
％
以
内
で

毎
年
町
長
が
定
め
た
率

▼
償
還
期
間

・
融
資
額
60
万
円
未
満
の
場
合
は
、
融

資
額
を
１
万
円
で
除
し
た
月
数

・
融
資
額
60
万
円
以
上
の
場
合
は
、
60

カ
月
以
内
と
す
る
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
経
理
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
４

▼
概
要　

◇
全
体
で
１
０
０
億
円
発
行
さ
れ
ま

す
。
こ
の
う
ち
新
温
泉
町
と
し
て
は

１
億
円
発
行
し
、
温
泉
小
学
校
の
建

設
に
活
用
し
ま
す
。

◇
年
２
回
定
額
の
利
息
が
受
け
取
れ
、

５
年
後
に
元
本
が
償
還
さ
れ
ま
す
。

（
満
期
前
に
売
却
す
る
と
、
金
利
変

動
な
ど
で
元
本
を
割
り
込
む
こ
と
が

あ
り
ま
す
）

▼
購
入
対
象
者　

ど
な
た
で
も
購
入
で

き
ま
す

▼
購
入
限
度
額　

１
万
円
～
（
上
限
な

し
）

▼
発
行
日　

５
月
９
日
（
水
）

▼
利
率　

４
月
12
日
（
木
）
に
金
融
機

関
の
店
頭
な
ど
で
公
表

▼
利
子
支
払
日　

年
２
回
（
５
月
、
11

月
）
※
第
１
回
目
は
11
月
９
日

▼
満
期
日　

平
成
24
年
５
月
９
日
（
期

間
５
年
）

▼
募
集
期
間　

４
月
13
日
（
金
）
～
４

月
27
日
（
金
）

▼
取
り
扱
い

◇
銀
行
等　

三
井
住
友
、
み
な
と
、
三

菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
、
但
馬
、
池
田
、
Ｊ

Ａ
兵
庫
信
連
、
播
州
信
金
、
但
陽
信

金
、
但
馬
信
金
、
兵
庫
信
金
、
中
兵

庫
信
金

◇
証
券　

大
和
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
、
日
興
シ

テ
ィ
グ
ル
ー
プ
、
野
村
、
新
光
、
三

菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
、
み
ず
ほ
イ
ン
ベ
ス
タ
ー

ズ
、
東
海
東
京
、
コ
ス
モ
、
岡
三
、

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
フ
レ
ン
ド
、
丸
三

▼
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
財
政
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１

―

4
月
1
日
か
ら―

町
水
洗
便
所
等
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
及
び
利
子
補
給
要
綱
を
改
正

　

本
町
は
17
年
３
月
末
を
も
っ
て
、
町
内
全
域
に
お
け
る
生
活
排
水
処
理
施
設
整
備

を
終
了
し
ま
し
た
が
、
本
年
度
末
に
お
い
て
も
未
加
入
世
帯
が
多
く
、
下
水
道
へ
の

接
続
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。（
２
月
末
現
在
で
の
町
全
体
で
の
加
入
率
65
・
５
％
）

　

そ
こ
で
、
本
町
財
政
の
健
全
化
を
図
る
上
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
加
入
促
進
は
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
下
水
道
接
続
へ
の
支
障
と
な
る
要
因
を
解
消
す
る
た
め
、
旧

町
単
位
に
現
存
す
る
「
水
洗
便
所
等
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
及
び
利
子
補
給
」
制

度
を
見
直
し
ま
し
た
。

　
「
兵
庫
の
じ
ぎ
く
債
」
の
ご
案
内

新
温
泉
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　
「
兵
庫
の
じ
ぎ
く
債
」
は
、
事
業
実
施
に
必
要
な
資
金
を
調
達
す
る
た
め
、
兵
庫

県
及
び
市
町
が
共
同
で
発
行
す
る
も
の
で
す
。
地
方
債
を
直
接
住
民
の
皆
さ
ま
に

ご
購
入
い
た
だ
く
こ
と
で
、
行
政
を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
行
し
ま
す
。
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温
泉
総
合
支
所
長

▼
兼
振
興
課
長　

山
崎
正
男（
総
務
課
長
）

総
務
課

▼
課
長　

尾
﨑
美
津
人
（
学
校
教
育
課

長
）
▼
参
事
兼
人
権
推
進
室
長　

川
崎

雅
洋
（
教
育
委
員
会
分
室
長
）
▼
主
査

　

谷
口
薫
（
企
画
課
主
査
）
▼
主
事　

井
上
良
子
（
振
興
課
主
事
）

企
画
課

▼
主
事　

倉
田
浩
明
（
総
務
課
主
事
）

税
務
課

▼
課
長　

中
井
喜
一
（
振
興
課
長
）
▼

課
長
補
佐
兼
徴
収
係
長　

山
本
一
則

（
教
育
委
員
会
分
室
課
長
補
佐
兼
八
田

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
館
長
）

環
境
セ
ン
タ
ー

▼
所
長　

小
谷
庄
司
（
福
祉
課
参
事
・

社
会
福
祉
協
議
会
出
向
）

健
康
課

▼
課
長　

尾
﨑
さ
よ
子
（
介
護
老
人
保

健
施
設
副
課
長
）
▼
健
康
推
進
係
長　

坂
本
正
人
（
牧
場
公
園
課
総
務
係
長
）

歯
科
診
療
所

▼
所
長　

安
藤
修
二
（
採
用
）

福
祉
課

▼
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

　

馬
場
正
男
（
課
長
兼
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
長
兼
赤
崎
へ
き
地
保
育
所
園

長
兼
御
火
浦
へ
き
地
保
育
所
園
長
）
▼

課
長
補
佐
兼
介
護
保
険
係
長　

七
理
静

子
（
住
民
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
国
保
係

長
）
▼
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長　

小
谷

八
重
美（
課
長
補
佐
兼
高
年
福
祉
係
長
）

▼
主
査　

浅
田
紀
行
（
商
工
観
光
課
主

査
）
▼
同　

村
尾
雄
一
郎
（
主
事
）

居
組
保
育
所

▼
園
長　

園
邊
千
鶴
子
（
御
火
浦
へ
き

地
保
育
所
主
任
保
育
士
）

赤
崎
へ
き
地
保
育
所

▼
園
長　

中
村
良
子
（
主
任
保
育
士
）

▼
主
任
保
育
士　

山
木
真
澄（
保
育
士
）

温
泉
保
育
園

▼
園
長　

岡
田
玲
子
（
温
泉
幼
稚
園
総

括
主
任
教
諭
）
▼
主
任
保
育
士　

寺
谷

清
美
（
温
泉
幼
稚
園
主
任
教
諭
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
主
任
保
育
士　

大
岸
摩
利
子
（
御
火

浦
へ
き
地
保
育
所
保
育
士
）

商
工
観
光
課

▼
課
長
補
佐
兼
観
光
係
長　

岡
一
則

（
農
林
水
産
課
課
長
補
佐
・
美
方
郡
広

域
事
務
組
合
派
遣
）
▼
主
査　

西
谷
尚

子
（
総
務
課
主
事
）

農
林
水
産
課

▼
畜
産
係
長
・
林
務
係
事
務
兼
務　

中

島
昌
彦
（
畜
産
係
長
）

建
設
課

▼
課
長
兼
浜
坂
公
共
建
設
残
土
処
分
場

管
理
事
務
所
長　

田
中
茂
（
下
水
道
課

長
）
▼
工
務
係
長　

谷
岡
文
彦
（
主
査
）

▼
主
査　

松
本
浩
志
（
産
業
建
設
課
主

査
）
▼
主
事　

小
西
正
広
（
主
事
・
新

温
泉
土
木
事
務
所
派
遣
）

浜
坂
公
共
建
設
残
土
処
分
場
管
理
事
務
所

▼
係
長　

鶴
田
利
順（
建
設
課
工
務
係
長
）

上
下
水
道
課

▼
課
長　

西
村
大
介
（
総
務
課
参
事
兼

人
権
推
進
室
長
）
▼
課
長
補
佐
兼
水
道
経

理
係
長　

清
水
吉
晴
（
水
道
課
課
長
補

佐
兼
水
道
経
理
係
長
）
▼
課
長
補
佐
兼
下

水
道
経
理
係
長　

中
村
光
春
（
下
水
道

課
課
長
補
佐
兼
下
水
道
経
理
係
長
）
▼
課

長
補
佐
兼
経
理
係
長
（
温
泉
担
当
）　

西

口
正
男
（
水
道
課
課
長
補
佐
兼
水
道
経
理

係
長
（
温
泉
担
当
））
▼
水
道
施
設
係
長

　

尾
崎
井
千
老
（
水
道
課
水
道
施
設
係

長
）▼
下
水
道
施
設
係
長　

松
岡
清
和（
下

水
道
課
下
水
道
施
設
係
長
）
▼
主
査　

４
月
１
日
か
ら
「
新
温
泉
町
助
役
」
が
「
新
温
泉
町
副
町
長
」
に
変
更
！

　
　
　

‐
４
月
１
日
付
け
定
期
人
事
異
動
‐

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
本
町
で
は
「
助
役
」
に
代
え
て
「
副
町
長
」
を
お

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
職
務
に
加
え
て
町
長
か
ら
の

委
任
を
受
け
、
政
策
、
企
画
を
主
と
な
っ
て
取
り
扱
っ
た
り
、
町
長
に
権
限
の
あ
る

事
務
の
一
部
を
執
り
行
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
で
は
、
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
す
で
に
収
入
役
を
廃
止
し
助

役
が
兼
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
の
改
正
で
４
月
１
日
か
ら
会
計
事
務
を
行

う
一
般
職
の
職
員
と
し
て
会
計
管
理
者（
出
納
室
長
を
兼
務
）を
設
置
し
ま
し
た
。以
下
、

４
月
１
日
付
け
定
期
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
新
任
、
氏
名
、
旧
任
の
順
）

広報しんおんせん（4月号）
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秋
山
佳
代
子
（
下
水
道
課
主
査
）
▼
同　

高
木
知
宏（
同
）▼
主
事　

桶
本
千
恵（
水

道
課
主
事
）
▼
同　

松
岡
一
孝
（
下
水
道

課
主
事
）▼
同　

岡
野
公
一（
水
道
課
主
事
）

▼
技
術
員　

谷
元
健
治（
水
道
課
技
術
員
）

公
立
浜
坂
病
院

▼
事
務
長
兼
経
理
係
長
兼
介
護
老
人
保

健
施
設
事
務
長　

小
西
清
司
（
事
務
長

兼
介
護
老
人
保
健
施
設
事
務
長
）
▼
看

護
師
長
兼
介
護
老
人
保
健
施
設
看
護
師

長　

上
島
啓
子
（
看
護
師
長
）
▼
庶
務

係
長　

岡
田
清
（
町
民
課
主
査
）

介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り

▼
課
長
補
佐　

北
村
佐
登
美
（
健
康
課

課
長
補
佐
兼
健
康
推
進
係
長
）
▼
介
護

福
祉
士　

池
成
真
紀
子
（
採
用
）
▼
同

　

中
村
浩
二
（
同
）

は
ま
さ
か
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

▼
主
査　

澤
田
裕
子
（
福
祉
課
主
査
）

▼
看
護
師　

小
林
洋
子
（
は
ま
さ
か
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
師
）

牧
場
公
園
課

▼
総
務
係
長　

宇
野
喜
代
美
（
公
立
浜

坂
病
院
庶
務
係
長
）

温
泉
総
合
支
所　

振
興
課

▼
主
査　

中
井
達
也
（
主
事
）
▼
主
事

　

谷
口
和
代
（
町
民
課
主
事
）
▼
自
動

車
運
転
手
兼
用
務
員　

西
澤
尊
（
温
泉

給
食
セ
ン
タ
ー
運
転
手
兼
調
理
補
助
員
）

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

▼
課
長
補
佐
兼
国
保
係
長　

川
西
み
つ

る
（
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
社
会
福
祉
係

長
）
▼
主
査　

鶴
田
昌
利
（
主
事
）

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

▼
主
査　

中
井
治
（
主
事
）

出
納
室

▼
会
計
管
理
者
兼
室
長　

中
村
則
男

（
室
長
）
▼
課
長
補
佐
兼
出
納
係
長
（
収

入
担
当
）　

北
村
誠
（
公
立
浜
坂
病
院

事
務
次
長
兼
経
理
係
長
）

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

▼
課
長　

島
田
信
夫
（
税
務
課
長
）

浜
坂
幼
稚
園

▼
園
長　

松
井
宜
子（
諸
寄
幼
稚
園
長
）

▼
主
任
教
諭　

井
上
清
美
（
温
泉
保
育

園
主
任
保
育
士
）

諸
寄
幼
稚
園

▼
園
長　

上
田
裕
子
（
浜
坂
幼
稚
園
主

任
教
諭
）

温
泉
幼
稚
園

▼
総
括
主
任
教
諭　

馬
場
恵
子
（
主
任

教
諭
）
▼
主
任
教
諭　

上
原
夏
美
（
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長
）

浜
坂
給
食
セ
ン
タ
ー

▼
運
転
手
兼
主
任
給
食
調
理
員　

中
村

重
信
（
運
転
手
兼
給
食
調
理
員
）

温
泉
給
食
セ
ン
タ
ー

▼
運
転
手
兼
主
任
給
食
調
理
員　

松
本

喜
孝
（
浜
坂
給
食
セ
ン
タ
ー
運
転
手
兼

主
任
給
食
調
理
員
）

浜
坂
先
人
記
念
館

▼
主
査　

上
島
勝
子
（
主
事
）

温
泉
公
民
館

▼
主
査　

下
雅
意
哲
也
（
建
設
課
浜
坂
公

共
建
設
残
土
処
分
場
管
理
事
務
所
主
査
）

教
育
委
員
会
分
室

▼
分
室
長
兼
温
泉
公
民
館
長
兼
八
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
館
長　

山
本
清

孝
（
温
泉
公
民
館
長
）

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
主
査　

朝
野
繁（
温
泉
公
民
館
主
査
）

出
向
・
派
遣

▼
美
方
郡
広
域
事
務
組
合　

田
中
豊

（
商
工
観
光
課
副
課
長
兼
観
光
係
長
）

▼
同　

有
本
か
な
江
（
美
方
広
域
消
防

事
務
組
合
）
▼
兵
庫
県
但
馬
県
民
局　

仲
村
祐
子
（
企
画
課
行
革
推
進
係
長
）

▼
兵
庫
県
市
町
振
興
課　

小
林
一
馬（
出

納
室
主
事
）
▼
兵
庫
県
新
温
泉
土
木
事

務
所　

山
根
弘
之
（
産
業
建
設
課
主
事
）

退
職
（
３
月
31
日
付
）

▼
尾
﨑
睦
夫
（
建
設
課
長
兼
浜
坂
公
共
建

設
残
土
処
分
場
管
理
事
務
所
長
）
▼
濱

角
静
江
（
浜
坂
幼
稚
園
長
）
▼
山
本
泰
藏

（
福
祉
課
副
課
長
兼
介
護
保
険
係
長
）
▼

河
越
博
文
（
振
興
課
自
動
車
運
転
手
兼

用
務
員
）
▼
中
村
幸
夫
（
温
泉
総
合
支
所

長
）
▼
田
中
隆
夫
（
健
康
課
長
）
▼
松
森

亘
（
水
道
課
長
）
▼
井
上
恒
夫
（
環
境
セ

ン
タ
ー
所
長
）
▼
田
村
隆
雄
（
町
民
課
参

事
）
▼
木
村
み
え
子
（
居
組
保
育
所
園
長
）

▼
樹
岡
美
佐
子
（
温
泉
保
育
園
長
）
▼
福

田
美
代
子
（
公
立
浜
坂
病
院
総
看
護
師

長
兼
介
護
老
人
保
健
施
設
総
看
護
師
長
）

▼
谷
田
義
教
（
税
務
課
課
長
補
佐
兼
徴
収

係
長
）
▼
中
村
壽
弘
（
図
書
館
自
動
車
運

転
手
兼
用
務
員
）
▼
中
川
義
久
（
公
立
浜

坂
病
院
薬
剤
師
）
▼
岡
新
治
（
八
田
診
療

所
長
）
▼
丹
治
義
之
（
歯
科
診
療
所
長
）

▼
高
木
信
明（
公
立
浜
坂
病
院
内
科
医
長
）

▼
中
田
華
子（
公
立
浜
坂
病
院
内
科
医
師
）
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町政のうごきから

受
付
・
診
療
時
間
に
つ
い
て

▼
受
付
時
間
の
原
則
は
、
午
前
８
時
30

分
～
11
時
30
分
で
す
。

※
再
診
は
、
午
前
８
時
か
ら
受
け
付
け

で
き
ま
す
。

▼
診
療
科
に
よ
っ
て
は
、
午
後
の
診
察

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
時
間

ま
で
に
受
け
付
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
整
形
外
科

　

毎
週
火
曜
日
（
午
後
１
時
～
３
時
30

分
ま
で
）

◇
耳
鼻
咽
喉
科

　

水
、
木
曜
日
（
午
後
２
時
～
４
時
）

◇
内
科
、
外
科

　

月
～
金
曜
日

◇
麻
酔
科

　

火
～
金
曜
日

※
内
科
、
外
科
及
び
麻
酔
科
で
、
午
後

の
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
必
ず
電

話
で
確
認
の
う
え
、
ご
来
院
く
だ
さ

い
。

▼
時
間
外
（
午
後
５
時
15
分
か
ら
９
時

ま
で
）
の
受
診
は
、
必
ず
電
話
で
確

認
の
う
え
ご
来
院
く
だ
さ
い
。

（
注
）
診
察
が
午
後
９
時
ま
で
と
な
る

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
任
医
師
の
紹
介

公
立
浜
坂
病
院

　

住
民
の
皆
さ
ま
の
た
め
、
一
生
懸
命

が
ん
ば
り
ま
す
。

　

福
岡
か
ら
来
ま
し
た
。
関
西
で
の
勤

務
は
初
め
て
で
す
が
、
九
州
男
児
ら
し

く
が
ん
ば
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
歯
科
診
療
所

　

歯
科
の
立
場
か
ら
地
域
住
民
の
健
康

増
進
の
た
め
、
努
力
し
ま
す
。

公
立
浜
坂
病
院
の
診
療
体
制
の
ご
案
内

診療科 月 火 水 木 金

内
科

一診
午前

吉松　茂 加藤　健 松岡　学 加藤　健 吉松　茂
二診
( 予約 ) 松岡　学 松岡　学 吉松　茂 松岡　学 加藤　健

胃腸科　 午前 外科外来での診察となります
外　科　  午前 山田貴裕   山田貴裕 古澤康之 古澤康之   山田貴裕 

整形外科 午前 山本勝彦
午後 山本勝彦

小児科 休　診

耳鼻咽喉科
午前 － 兵庫医大

応援医師
兵庫医大
応援医師

兵庫医大
応援医師

兵庫医大
応援医師

午後 － － 兵庫医大
応援医師

兵庫医大
応援医師 －

眼　科 休　診
麻酔科

（ ペ イ ン ク
リニック）

午前 － 西垣秀一 西垣秀一 西垣秀一 西垣秀一

　（注）医師の都合により変更となる場合があります。ご了承ください。

H19（2007）.4.12

内科診療支援医師
吉松　茂

内科診療支援医師
加藤　健

所　長
安藤修二
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町政のうごきから
▼
年
齢　

15
歳
以
下

▼
疾
病　

子
ど
も
の
病
気
等
で
次
の
場

合
以
外
は
す
べ
て
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

◇
診
療
時
間
内
の
外
科
、
整
形
外
科
及

び
耳
鼻
咽
喉
科
は
受
診
で
き
ま
す
。

◇
診
療
時
間
外
は
明
ら
か
な
〝
外
傷
〟

の
み
受
診
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
６
１
１

　
▼
移
転
先

　

役
場
内　

旧
下
水
道
課
事
務
所

▼
連
絡
先

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
３

公
立
浜
坂
病
院
小
児
科
休
診
の
お
知
ら
せ

　

公
立
浜
坂
病
院
小
児
科
は
、
４
月
か
ら
医
師
の
異
動
に
伴
い
休
診
と
な
り
ま
す
。

昼
間
、
夜
間
及
び
休
日
等
す
べ
て
の
小
児
診
察
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

小
児
医
療
の
対
象
者
及
び
疾
病
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

兵庫県小児救急医療電話相談
　看護師等が相談に応じます。また、必要に応
じて医師が対応します。
◇電話番号
　・プッシュ回線　＃ 8000
　・ダイヤル回線、携帯電話
　　℡（078）731-8899（ははきゅうきゅう）
◇相談時間
　平日、土曜日　午後 6時～ 10時
　日曜日、祝日及び年末年始　
　　　　　　　　午前 9時～午後 10時

休日救急センター豊岡市休日急病診療所
◇電話番号
　℡（0796）23-9219
◇診療日
　日曜、祝日
◇診療時間
　午前 9時～午後 5時
◇診療科目
　内科、小児科

兵庫県但馬救急センター（豊岡病院併設）
◇電話番号
　℡（0796）22-6111
◇診療時間
　24時間
◇診療科目
　当直担当医

鳥取県東部地区小児救急患者夜間診療体制
◇電話番号
　℡（0857）22-2782
　※鳥取県東部医師会
◇診療日
　曜日により担当診療所あり（確認要）
◇診療時間
　午後 7時～ 10時
◇診療科目
　小児科

H19（2007）.4.12

こ
ん
に
ち
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
新
温
泉
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
昨
年
４
月

に
設
置
さ
れ
、
介
護
老
人
保
健
施
設
内
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
福
祉
課
介
護
保
険
係
、
福
祉
係
と
の
連
携
強
化
を

図
る
た
め
、
役
場　

庁
舎
内
に
移
転
し
ま
し
た
。
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▼
時
間　

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

▼
内
容　

◇
乳
が
ん
検
診
（
40
歳
以
上
対
象
）

　

問
診
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
乳
房
の

Ｘ
線
）、
視
触
診
の
セ
ッ
ト

※
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
40
歳
代
が
２
方

向
、
50
歳
以
上
が
１
方
向
。
な
お
、
同

検
診
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、
人
数
制

限
が
あ
り
ま
す
。（
19
年
度
は
す
で
に

定
員
と
な
り
ま
し
た
）

◇
子
宮
が
ん
検
診
（
20
歳
以
上
対
象
）

　

問
診
、
子
宮
頚
部
の
細
胞
を
検
査
し

ま
す
。

　

国
の
法
律
に
よ
り
、
乳
が
ん
、
子
宮

が
ん
検
診
の
受
診
間
隔
が
変
わ
り
ま
し

た
。
乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
＋
視

触
診
）、
子
宮
が
ん
検
診
は
２
年
に
１

回
の
受
診
で
よ
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
19
年
度
か
ら
２
年
に
１
回
の
受

診
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
対
象

者
を
区
分
し
ま
す
。（
※
今
年
度
の
対

象
者
は
奇
数
年
（
和
暦
）
生
ま
れ
の
人

で
す
。

 
健
康

　

づ
く
り

◇
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診（
20
歳
以
上
対
象
）

　

問
診
、
か
か
と
の
骨
密
度
を
測
定
し

ま
す
。

▼
料
金

◇
乳
が
ん
検
診

　

・
40
歳
代　
　

  　

 　

２
０
０
０
円

　

・
50
歳
以
上　
　
　

   

１
４
０
０
円

◇
子
宮
が
ん
検
診　
　
　
　

６
０
０
円

◇
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診　

１
０
０
０
円

▼
そ
の
他　

申
込
者
に
は
、
検
診
前
に
日

程
案
内
と
受
診
カ
ー
ド
を
送
付
し
ま
す
。

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

浜
坂
保
健
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
６
４
６

　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
９
４
０

婦人検診のご案内

　

近
年
、
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
は
増
加
し
つ
つ
あ
る
が
ん
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
早
期

発
見
が
大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。
検
診
を
受
診
し
、健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

19
年
度
も
乳
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

◆日程

浜
坂
地
域

5月 18日（金）居組コミュニティセンター諸寄基幹集落センター
5月 22日（火）浜坂多目的集会施設
5月 23日（水）浜坂多目的集会施設
5月 24日（木）浜坂保健センター
5月 26日（土）浜坂保健センター

温 
泉 
地 
域

8月 21日（火）上山高原ふるさと館
8月 22日（水）すこやか～に
9月 19日（水）照来診療所
9月 20日（木）八田コミュニティセンター
9月 26日（水）すこやか～に

広報しんおんせん（4月号）
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ド
ラ
マ

▼
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
…　

寝
た
子
を

　

起
こ
す
な
と
い
う
考
え
方

　
　
　

‐
同
和
・
在
日
韓
国
朝
鮮
人
・

　
　
　
　

差
別
人
権
問
題
一
般
‐

　

あ
る
市
民
劇
団
が
芝
居
の
演
出
を

考
え
る
中
で
、
劇
団
員
に
「
隠
す
」
と

い
う
意
識
を
テ
ー
マ
に
課
題
が
出
さ
れ

…
。「
隠
し
て
生
き
る
」
こ
と
、「
そ
っ

と
し
て
お
け
ば
…
」
と
い
う
こ
と
が
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
を
問
い
か
け
ま
す
。

　
（
36
分
・
ド
ラ
マ
26
分
、
解
説
10
分
）

▼
私
の
好
き
な
ま
ち

　
　
　

‐
同
和
・
人
権
問
題
一
般
‐

　

夫
の
故
郷
に
戻
っ
た
家
族
、
転
校
や

夫
の
母
と
の
同
居
に
よ
る
違
和
感
や
摩

擦
、
友
人
の
交
際
相
手
の
身
元
調
べ
問

題
、
地
区
へ
の
差
別
や
偏
見
な
ど
の
で

き
ご
と
か
ら
同
和
問
題
・
人
権
問
題
を

見
つ
め
直
し
ま
す
。（
35
分
）

▼
ぬ
く
も
り
の
彩
（
い
ろ
）

　
　
　

‐
高
齢
・
同
和
問
題
‐

　

歩
行
が
不
自
由
と
な
っ
た
老
母
と
同

居
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
夫
婦
と
子

の
家
族
、
車
い
す
で
の
転
倒
事
故
の
際

助
け
に
入
っ
た
青
年
と
の
出
会
い
を
通

し
て
、
高
齢
者
と
共
に
生
き
る
こ
と
や

差
別
意
識
を
考
え
ま
す
。（
36
分
）

▼
も
う
一
度
あ
の
浜
辺
へ

　
　
　

‐
高
齢
問
題
‐

　

老
妻
を
自
宅
で
介
護
す
る
老
夫
と
娘

の
３
人
暮
ら
し
、
老
父
が
火
事
を
起
こ

し
、
介
護
を
め
ぐ
っ
て
父
母
や
子
ど
も

の
間
で
不
平
不
満
、
問
題
が
噴
出
す
る

…
。
高
齢
者
の
尊
厳
、
家
族
関
係
、
地

域
社
会
を
考
え
ま
す
。（
38
分
）

ア
ニ
メ
ド
ラ
マ

▼
５
等
に
な
り
た
い

　
　
　

‐
障
が
い
・
い
じ
め
問
題
‐

　

立
つ
こ
と
も
で
き
ず
、
リ
ハ
ビ
リ
で

よ
う
や
く
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
小
学

校
に
入
学
、
で
も
み
ん
な
と
同
じ
よ
う

に
歩
け
な
い
、
様
々
な
問
題
が
…
。
長

編
で
す
が
、
就
学
前
の
お
子
さ
ん
か
ら

大
人
ま
で
見
ら
れ
ま
す
。（
76
分
）

▼
ど
ん
ぐ
り
の
家

　
　
　

‐
障
害
問
題
‐

　

実
在
の
共
同
作
業
所
を
モ
デ
ル
に
、
聴

覚
障
害
に
加
え
知
的
障
害
や
精
神
障
害

を
合
わ
せ
持
つ
子
ど
も
の
成
長
を
願
い
、

苦
し
み
な
が
ら
も
歩
ん
で
い
く
家
族
、
支

え
る
人
々
の
姿
を
描
き
、
生
き
方
、
あ
り

方
を
見
つ
め
直
し
ま
す
。（
１
１
０
分
）

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

▼
ソ
ー
テ　

サ
ワ
サ
ワ
※
ス
ワ
ヒ
リ
語

･･

人
間
の
価
値
は
み
な
同
じ　

　
　

‐
外
国
出
身
問
題
‐

　

ア
フ
リ
カ
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
出
身
の
女
性

が
日
本
の
青
年
海
外
協
力
隊
員
の
男
性

と
出
会
い
、
結
婚
し
日
本
に
住
む
、
し
か

し
、
そ
の
中
で
何
が
起
き
た
の
か
を
通
し

て
差
別・人
権
問
題
を
考
え
ま
す
。（
34
分
）

▼
「
障
害
者
」
そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し　

そ
れ
ぞ
れ
の
自
立

　
　
　

‐
障
害
問
題
‐

　

日
本
に
は
６
０
０
万
人
と
い
わ
れ
て

い
る
障
害
の
あ
る
人
。
障
害
の
あ
る
人

が
そ
う
で
な
い
人
と
同
様
に
人
間
と
し

て
地
域
社
会
の
中
で
生
活
し
て
い
く
、

実
際
に
暮
ら
し
始
め
て
い
る
人
た
ち
を

通
し
て
共
に
生
き
る
こ
と
を
考
え
ま

す
。（
27
分
）

▼
人
権
っ
て
な
あ
に　

こ
の
街
で
一
緒
に

　
　
　

‐
障
害
問
題
‐

　

視
覚
障
害
、
精
神
障
害
、
肢
体
不
自

由
、
知
的
障
害
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
生

き
生
き
生
活
し
て
い
る
姿
と
声
を
紹
介

し
、
障
害
と
障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る

見
方
、考
え
方
を
問
い
直
し
て
い
ま
す
。

（
42
分
）

▼
Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ　

ｔ
ｈ
ｅ　

ヒ
ュ
ー
マ
ン　

ラ
イ
ツ　

若
者
た
ち
が
出
会
っ
た
人
々

　
　
　

‐
様
々
な
差
別
・
人
権
問
題
一
般
‐

　

６
人
の
若
者
た
ち
が
人
権
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
る
人
や
当
事
者
の
人
た
ち

に
会
い
、
聞
き
、
話
し
合
い
、
そ
の
出

会
い
と
発
見
を
通
し
て
、
日
常
的
に
行

わ
れ
て
き
た
こ
と
に
ひ
そ
む
偏
見
や
差

別
を
考
え
ま
す
。（
27
分
）

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

文
化
会
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
３
２
８

最
新
購
入
「
人
権
啓
発
ビ
デ
オ
（
一
部
）」
紹
介

　

人
権
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
こ
の
た
び
人
権
啓
発
ビ

デ
オ
（
Ｖ
Ｈ
Ｓ
テ
ー
プ
）
を
購
入
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
紹
介
し
た
以
外
に
も
た
く
さ

ん
と
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。地
域
や
学
校
な
ど
で
の
人
権
学
習
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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TEL（0796）82-5251

　

おはなし会　　 　　　      
　絵本の読み聞かせやおはなし、簡
単な折り紙や工作などをする楽しい
会です。気軽にご参加ください。

『わにわにのごちそう』他

◆と 　き　4月14日（土）午後2時～

◆と こ ろ　図書館・おはなし室

『どんなともだちできるかな』他

◆と 　き　4月28日（土）午後２時～

◆と こ ろ　図書館・おはなし室

図書館からのお願い 　      
　進学や就職、転勤などで町外に
転出する場合、図書館への返し忘
れの本がないかご確認ください。
　また、「図書利用カード」の登録
事項に変更がありましたらお知らせ
ください。

加藤文太郎
記念図書館

　

「4月のおすすめの本」
ご案内

「いい人生で終わる」ために大切なこと
斉藤茂太著／小学館

　「人生の後半期を有意義に過ごし、人生
を満足して終える」ために大切なことを
テーマにして書かれたこの本は、「死と生」
についての考えを著者が集大成としてまと
めたもの。多くの人に「生き方」を教えて
くれたモタさんからの最後の伝言。

好日山荘往来
　大賀壽二著／ナカニシヤ出版

　日本初の登山とスキー用具の専門店「好
日山荘」。国内唯一の専門店として用具開
発にも力を注いできた歴史と長く多くの東
西岳人が集う場でもあった「好日山荘」の
交友ものがたり。

夢を与える
　　綿矢りさ著／河出書房新社

　物語は、幹子とフランス人・トーマの冷
め切った関係をとりもつかのように夕子が
誕生したことから始まる。
夕子は、愛らしい子どもだったのでチャイ
ルドモデルになり、国民的なアイドルへと
ステップアップして行ったが・・・。美し
い少女、夕子の１８年間を描いた長編小説。

14 歳の君へ
池田晶子作／毎日新聞社

　これから君たちは、いろんな困難にもめ
げずに人生を歩んでいかなければならな
い。どう考え、どう生きるべきか著者がア
ドバイスをする人生の教科書。

そばせい
川端　誠作・絵／クレヨンハウス

　ひょんなことからそば食いの賭けをする
ことになった、そばっくいの清さん。その
気になれば、もりを四十食べるという清さ
ん。六十を食べられたら十両をもらうとい
う賭けに挑んだ。そこで清さんは、勝つ
ための秘策をふところに忍ばせ挑戦した
が・・・。

広報しんおんせん（4月号） 16
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◆材料（４人分）
・ほたるいか（茹でたもの）
　　　　　　　　　　40尾
・塩　　　　　少々
・こしょう　　少々
・小麦粉　　　少々
・玉ねぎ　　　1/2 個
・ニンジン　　3㎝
・ピーマン　　2個
（調味料）
・しょう油　　大さじ 6
・砂糖　　　　大さじ 2
・酢　　　　　大さじ 6

▼
作
り
方

①
ほ
た
る
い
か
に
軽
く
塩
、
こ
し
ょ
う

を
す
る
。

②
①
に
小
麦
粉
を
つ
け
、油
で
揚
げ
る
。

③
野
菜
を
千
切
り
に
し
調
味
料
に
漬
け

込
み
、
そ
の
中
に
揚
げ
た
②
の
ほ
た

る
い
か
を
漬
け
る
。

④
③
の
ほ
た
る
い
か
を
、
漬
け
込
み
野

菜
と
一
緒
に
盛
り
つ
け
る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

　

★
ほ
た
る
い
か
の
南
蛮
漬
け

加藤文太郎記念図書館からのお知らせ

◆開館日の変更について
　図書館は、４月から祝日も開館します。
　〔休館日〕
　・木曜日、第３火曜日（図書整理日）及び第 4月曜日（いずれも祝日の場合は翌日）
　・年末年始、特別図書整理期間

月曜日～金曜日 午前 10時～午後 6時
土・日曜日 午前 10時～午後 5時

４月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

は休館日

5 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

　〔開館時間〕

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の

開
設
の
お
願
い
と
説
明
会
の
ご
案
内

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
高
齢
者
が
い

き
い
き
と
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、
地

域
の
中
に
楽
し
く
集
え
る
場
づ
く
り
と

し
て
各
地
区
に
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い

き
サ
ロ
ン
」
の
立
ち
上
げ
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
る
と
、

同
協
議
会
か
ら
設
立
時
に
２
万
円
、
毎

月
の
活
動
費
と
し
て
２
０
０
０
円
を
助

成
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
同
サ
ロ
ン
の
活
動
を
皆

さ
ま
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
人

は
、
４
月
20
日
（
金
）
ま
で
に
新
温
泉

町
社
会
福
祉
協
議
会
浜
坂
支
部
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

４
月
23
日
（
月
）

　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

▼
と
こ
ろ　

サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂

▼
主
催　

社
会
福
祉
協
議
会

▼
内
容　

◇
講
義　

小
地
域
福
祉
活
動
に
つ
い
て

◇
実
践
発
表　

現
在
活
動
し
て
い
る
サ

ロ
ン
の
代
表
者　

な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会　

浜
坂
支
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
０
７
１

広報しんおんせん（4月号）
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まちの求人案内

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

日本精機宝石工業㈱ 生産作業① 不問 115～ 140
生産作業② 130～ 150

浜美屋食品㈱ 事務員 20～35 145～ 200
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院

看護師 不問 180～ 215
看護補助者 136

㈱マルワ水産運輸 事務員 26～35 150～ 200
ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270～ 465
株本建設工業㈱ 建築技術者 不問 165～ 273土木技術者
丸瀬興業 土木作業員 不問 180～ 270
㈱マル海渡辺水産 営業 不問 180～ 300
㈲ラッキー美容院 美容技術一般、

アシスタント等 40以下 140～ 250

㈱マルワ渡辺水産
水産加工員 18～35 145～ 170
水産加工工
場管理者 18～50 180～ 200

㈲ ONE 携帯電話販売員 30以下 130～ 200
守山石油㈱ 給油販売員 20～40 130～ 140
㈱北近畿クボタ 営業サービス 35以下 168～ 215
㈱三島組 現場監督者 25～55 260～ 310
㈲山本工務店 型枠大工見習 不問 138～ 184
㈲西岡ポンプ工業 配管手元工 不問 176～ 180
㈱隆栄水産 調理師 30～50 276～ 306

（温泉地域）

㈱朝野家
客室係 不問 225～ 260
フロント係 不問 145～ 155
販売係 18～40 140～ 150

㈱みよしや旅館 客室係 不問 205～ 245
フロント係 不問 145～ 255

㈱御やどゆもと 客室係 不問 198
フロント係 25～35 150～ 250

㈱井筒屋 客室係 不問 223～ 249
伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 155～ 190
川戸自動車工業㈱ 自動車整備士 35 以下 140～ 240
湯村観光タクシー㈱ 乗務員 不問 124
㈱寿荘 フロント係 18～40 180～ 230客室係 不問
医療法人社団良和会
湯村温泉病院 看護師 不問 182～ 207

㈲アーサ 美容アシスタン
ト・スタイリスト 不問 105～ 126

㈲山陰住設工業 営業 不問 160～ 220
㈱山根工務店 建築設計、

施工管理 25～35 230～ 300

㈲清美社 公共下水道施
設保守、管理 35 以下 180～ 240

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）
㈱マルワ渡辺水産 水産加工員 不問 700～ 850
サイバーワールド 調理補助及び接客 不問 700～ 900
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800～2,000
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 1,000
㈱コメリ中四国地区本部 販売員 16～ 40 770
日本精機宝石工業㈱ 営繕・機械修理 55～ 62 800
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 700～ 1,000
ミネル㈱ 英会話講師及び

学習指導講師 不問 1,400～2,500

㈱マル海渡辺水産
販売店員

不問 750～ 1,000フロアースタッフ
調理補助

たじま農業協同組合 訪問介護員 60 以下 790～ 2,180
㈱トヨダ 販売 18～ 57 860
千原縫製 縫製工 30～ 45 683
浜坂温泉保養荘 業務員 不問 880
㈲アートライフタニタ 販売員 不問 750～ 850
㈱隆栄水産 ウエーター、

ウエートレス 19～ 50 750～ 950
（温泉地域）
㈱御やどゆもと 客室係 不問 1,125

㈱井筒屋
客室係 不問 1,300
布団上げ 不問 850
布団敷き 不問 800

㈱西沢製作所
機械設計 40以下 1,000
溶接工 不問 700～ 750
現場事務 不問 700

㈱朝野家

洗浄係 不問 700～ 750
調理補助 不問 700～ 750
販売係 不問 800
ヒーリング
ルーム係 18～ 30 800

伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000
医療法人社団古澤クリニック 看護師 不問 1,200～1,300
アイケー電機㈱ 機器組立 18～ 30 750～1,000

㈲兵庫ライフサービス フロアースタッフ 不問 770厨房スタッフ
㈱ナカケー レジ、接客 不問 750～ 900
㈱コメリ中四国地区本部 販売員 16～ 40 750～ 760
㈲高橋石材店 事務、接客 不問 700～ 800
㈱日本アウトソーシング 客室係 不問 1,200
いなば酒販㈲ レジ係 不問 750～ 800

　（常　用） 　（パート） 平成 19年 3月 20日現在

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

広報しんおんせん（4月号）

H19（2007）.4.12
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―

農
業
委
員
会
情
報
№
15―

19
年
度
農
作
業
等
標
準
料
金
に
つ
い
て

　

　

こ
の
た
び
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、「
市
町
村

広
報
活
用
型
」
の
部
で
全
国
農
業
新
聞

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
農

家
の
皆
さ
ん
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

町
農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

H19（2007）.4.12

広報しんおんせん（4月号）

　

平
成
19
年
度
農
作
業
等
標
準
料
金
を
新
温
泉
町
と
し
て
一
本
化
し
、
次
の
と
お
り

定
め
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
料
金
は
あ
く
ま
で
も
標
準
と
な
る
も
の
で
す
か
ら
、

双
方
の
話
し
合
い
で
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

（単位：円）
作　業　区　分 金　　額 備　考

農作業日給
 （実働８時間、技術作業は別料金） 8,000 

10 アール当り金額
整備田 左記以外

耕うん

１回め 　 7,000  　8,000
２回め（２番すき） 5,000 6,000
代かき 9,000 10,000
湛水あらしろ同時 13,500 16,000
ディスク耕うん 7,000 8,000

機械田植え 8,000 9,400
農薬散布（パイプダスターによる機械防除） 2,000 3,000 農薬代は別

刈取作業

バインダー作業（刈倒し・紐
代含） 9,000 10,000

すみ刈含ま
ず。委託者
立会

コンバイン作業 21,000 23,000
脱穀作業（ハーベスタ）1日 8時間 15,000

（倒伏並びに湿田は
２割～５割増）

 あぜぬり（機械作業で 1ｍ当り） 100  

育　　苗
（１箱当り）

硬化苗 　   661
（運賃 89円別）

ＪＡに準ず
る（予約外
は別料金）

緑化苗 　   556
　（運賃 89円別）

発芽苗 　   420
（運賃 63円別）

乾燥（生籾・コンバイン袋） 14,000
（10 ａ当たり）1袋 700 円

籾摺り（30㎏） 　　500

◇整備田とは、最近基盤整備された四角形のほ場をいいます。
◇この料金は、あくまで標準となるものですから、ほ場の形状，土質、　
　進入難易度等により画一的に決定できませんので、当事者双方の話し　
　合いで調整してください。

平成 19 年度新温泉町農作業等標準料金（消費税込）

表 彰 状 を 手 に す る 川 元 勝 利 会 長
（左）と河越敦子委員（右）
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‐バイカモの植え付け作業‐

住民約20人が参加

　本年３月末をもって休園となる御火浦へき地保
育所（昭和 43年開設）の休園式を 3月 26日（月）
に行いました。今日までの卒業生は 181 人。地
域住民は三尾の海のようにときにやさしく、とき
に厳しく子どもを見守ってきましたが、残念なが
ら少子化の進行により、時代の流れで休園となり
ました。
　式には卒園児ら約 70人が出席しました。中村
保護者会長が「子どもたちの声が聞こえなくなる
のはさみしい。いつまでも保育所で生活してきた
ことを忘れないでほしい」とあいさつ。また、中
村三尾区長は「再び園舎に子どもたちの声が響き
渡ることを夢みていたい」と休園を惜しんでいま
した。式終了後には、子どもたちの思い出をつめ
たタイムカプセルを保護者と園児が園庭に埋めま
した。タイムカプセルは 20年後、子どもたちの
手で開封させる予定です。

‐ゆむら夜桜まつり‐

桜の美しさを堪能
　ライトアップされた桜並木や散策歩道を多くの
人に知ってもらい、温泉街の風情や季節の美しさ
を再発見していただこうと、３月３１日（土）、
湯の薬師堂周辺で「ゆむら夜桜まつり（温泉町観
光協会主催）」が開催されました。
　毎年桜の開花に合わせて行われていますが、今
年の桜は暖冬の影響で、例年より約１０日早く咲
いたため、この日に開催されました。当日はあい
にくの雨模様でしたが、「大空美樹歌謡ショー」
が華やかに行われた他、会場ではおでん、但馬牛
の串焼きなどの販売、ぜんざい、荒湯玉子のサー
ビスがあり来場者をもてなしました。
　訪れた人々はライトアップされた満開の桜の下
で、桜の美しさを堪能していました。

「ありがとう」の気持ちを込め、園児が元気な歌声を披露一握りずつ丁寧に植え付けを行う会員ら

‐御火浦へき地保育所休園式‐

38年の歴史に感謝

　平成 16 年の台風 23 号でバイカモが流される
など大きな被害を受けた田君川で、4月 1日（日）、
バイカモ保存会の会員が、田君川の上流や田君
地区内の用水路などに自生するバイカモ約 2,000
株の植付け作業を行いました。
　この日は、バイカモ群生地の復活と、きれいな
花がまた見られるようにと願って、約 20人が参
加して作業を行いました。作業は、谷橋をはさん
で約 200 ｍの間にとうぐわを使って川底の石を
とり、砂地を出し、冷たい川の中に一握りのバイ
カモの苗を置き、その上に流されないように石を
置いていくものです。　同保存会長の西村区長は、
「今年は雪が少なかったので見ごろの時期に水位
が低くならないかと心配しているが、このままの
水位が続くと徐々にバイカモの花が咲く。川面一
面にかれんな花が咲き誇ってくれることを願って
いる」と話していました。

広報しんおんせん（4月号）

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
会
場
内
の
桜
並
木

H19（2007）.4.12
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　3月 28 日（水）、町文化財審議委員の立会い
のもと、根の衰弱や害虫の発生により、生育に悪
い影響が懸念されている泰雲寺（竹田）のしだれ
桜の治療を行いました。
　県の天然記念物にも指定されている泰雲寺のし
だれ桜は樹齢約 250 年、樹高約 15 ｍ、幹回り
が約 5.25 ｍあり、しだれ桜としては全国で 6番
目の大きさを誇っています。しかし、近年は見物
客などに周囲の地盤を踏み固められたとみられる
根の衰弱や、ゴミの散乱により害虫が発生して、
桜の生育にとって悪い影響が懸念されてきまし
た。そのため、樹木医の宮田和男さん（朝来市）
に依頼してしだれ桜の治療を行うこととしたもの
です。
　作業は、文化財審議委員が見守る中、病原菌の
一種であるナラタケ菌の種を特定し、駆除するた
め、長さ 30㎝、直径 10㎝に切ったナラの木 10
本を桜の木の周辺に打ち込みました。また、皮と
幹の間いる害虫（ガの一種）も駆除しました。
　同寺の佐藤住職は「この桜は地域の宝でもある。
子や孫の世代まで立派な花を咲かせるよう予防し
ていきたい。また、見物客の皆さまにもマナーを
守ってほしい」と話していました。

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

　観光客に満足していただき、また訪れてみたい
と思っていただける地域づくりを推進するため、
住民に町の歴史や文化、観光名所などを学んでも
らい、観光ボランティアを養成しようと「おもて
なし講座（温泉町観光協会主催）」を開講しました。
　3月 28 日（水）には第 1回おもてなし講座を
開講し、この日は申し込みのあった 19人の住民
が参加しました。
　朝野副会長は「この講座を通して、一人ひとり
が輝く町ができればうれしい」とあいさつしまし
た。続いて、平成 15年から香美町村岡区の猿尾
滝のボランティアガイドを務めている西村寿さん
を講師に迎え、「観光ガイド」について講演をい
ただきました。西村さんは「『ようこそおいでく
ださいました』という感謝の気持ちを相手にあら
わすことがおもてなしの基本」と経験談を交えて
わかりやすく説明いただきました。
　この後、参加者らは荒湯と水道水を使って茹で
上げた豆腐をそれぞれ味わい、湯村温泉のすばら
しい泉質をあらためて実感しました。
　同観光協会は、今後 1年かけて月 1回のペー
スで講座を開講し、観光ボランティアガイドを養
成する計画です。

参加者の前で観光ガイドを実演する西村寿さん
審議委員らも参加して桜の周りにナラの木を打ち込む

ーおもてなし講座開講ー

観光ボランティアを養成

‐泰雲寺（竹田）のしだれ桜‐

樹木医が治療を行う

広報しんおんせん（4月号）
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「
古
代
船
」
の
進
水
式

　

本
年
10
月
13
日
に
兵
庫
県
播
磨
町
に

オ
ー
プ
ン
す
る
県
立
考
古
博
物
館
の
Ｐ

Ｒ
と
と
も
に
、
海
に
根
ざ
し
た
新
温
泉

町
の
歴
史
文
化
遺
産
の
普
及
、
啓
発
と

し
て
、
諸
寄
・
尾
崎
造
船
所
で
製
作
さ

れ
て
い
る
同
博
物
館
展
示
資
料
「
古
代

船
」
の
進
水
式
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

４
月
29
日
（
日
）

　

午
前
11
時
～

▼
と
こ
ろ　

諸
寄
漁
港
他

▼
主
催　

県
立
考
古
博
物
館

▼
後
援　

兵
庫
県
但
馬
県
民
局
、
但
馬

教
育
事
務
所
、
新
温
泉
町
、
町
教
育

委
員
会

▼
内
容

◇
式
典　

除
幕
、
命
名

◇
進
水
式　

清
め
の
儀
式
、
麒
麟
獅
子

舞
奉
納
、
浜
坂
中
学
校
吹
奏
楽
部
演

奏
、
船
霊
入
れ
、
船
御
し
、
餅
巻
き

◇
古
代
船
イ
ベ
ン
ト　

港
内
巡
航
、
体

験
乗
船
、
古
代
船
パ
ネ
ル
展
示
解
説

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H19（2007）.4.12

ご
案
内

　

‐
浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」
‐

浜
坂
絵
画
教
室 

「
エ
ポ
ー
シ
ュ
」
作
品
展

▼
と
き　

４
月
14
日
（
土
）
～

　

５
月
９
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館「
以
命
亭
」

▼
内
容　

浜
坂
絵
画
教
室
に
通
う
グ

ル
ー
プ
の
水
彩
画
、
洋
画
及
び
版
画

約
45
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

　

‐
社
会
福
祉
協
議
会
‐

絵
本
に
親
し
む
会

▼
と
き　

４
月
27
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

▼
と
こ
ろ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

す
こ
や
か
～
に

▼
内
容　

絵
本
、
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

　

せ
、
手
遊
び
等

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会
温
泉
支
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
６
６

広報しんおんせん（4月号）

「第８回全日本かくれんぼ大会」参加者募集

　湯村温泉街を舞台に誰もが楽しめる〝かくれ
んぼ〟の大会です。400 人の「おに」が、湯区
内に隠れた 200 人の「隠れ人」を見つけ出し、
奉行所まで連行します。「おに」「隠れ人」の優
秀者には、ペア海外旅行（グアム 3 泊 4 日）　
など豪華賞品を用意！
◆と　き　６月 10日（日）午前９時～
◆ところ　湯村温泉街
◆主　催　全日本かくれんぼ協会
◆内　容　・〝おに〟で参加
　　　　　　湯村温泉街のエリア内に隠れた　
　　　　　　〝隠れ人〟を探し出します。
　　　　　　（対象者）町外在住者に限る
　　　　　　（参加費）大人2,000 円、小人 1,000 円
　　　　　・〝隠れ人〟で参加
　　　　　　（対象者）中学生以上
　　　　　　（参加費）1,000 円
◆募集期限　５月 18日（金）

‐ 問い合わせ ‐
全日本かくれんぼ協会（事務局・温泉総合支所振興課）

　℡（0796）92-1131（代）

尾崎造船所で製作中の「古代船」
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「
青
い
鳥
学
級
」
学
級
生
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

　

視
力
に
障
害
を
も
つ
仲
間
が
集
い
、

学
習
す
る
た
め
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

お
互
い
に
支
え
あ
い
、
磨
き
あ
い
な
が

ら
、
豊
か
な
心
、
生
活
の
輪
を
広
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
開
設
時
期　

平
成
19
年
５
月
～
12
月

（
月
１
回
）

▼
会
場　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
、
町

民
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

町
内
在
住
で
障
害
者
手
帳
（
視

力
障
害
）
を
も
っ
て
い
る
20
歳
以
上
の
人

▼
学
習
内
容　

地
域
交
流
、
野
外
学
習

及
び
講
習
会
な
ど

▼
募
集
期
限　

５
月
10
日
（
木
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

学
級
生
の
介
添
え
、
学
級
活
動
の
お

手
伝
い
な
ど
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

　

温
泉
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

「
夢
ホ
ー
ル
・
ス
テ
ー
ジ
オ
ペ
レ
ー

タ
養
成
講
座
」
受
講
生
の
募
集

　

音
響
、
照
明
、
舞
台
、
ア
ナ
ウ
ン
ス

を
支
え
る
オ
ペ
レ
ー
タ
を
募
集
し
ま

す
。
音
楽
や
演
劇
、
舞
台
な
ど
に
関
心

が
あ
る
人
、
初
心
者
や
女
性
の
人
も
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
程　

５
月
８
日（
火
）、15
日（
火
）、

22
日
（
火
）、
26
日
（
土
）

　
　

午
後
７
時
30
分
～
10
時

　

※
た
だ
し
、
26
日
は
午
後
１
時
～

▼
場
所　

夢
ホ
ー
ル

▼
主
催　

温
泉
公
民
館

▼
講
師　

夢
ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ
オ
ペ

レ
ー
タ
ク
ラ
ブ

▼
内
容　

舞
台
、
音
響
及
び
照
明
概
論

と
実
技

▼
募
集
対
象　

高
校
生
以
上

▼
募
集
期
限　

４
月
27
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

広報しんおんせん（4月号）

H19（2007）.4.12

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

4月18日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター
すこやか～に 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

4月25日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

4月18日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

4月19日（木） 午後1時～ 3時 役場 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

募　

集

以
命
亭
・
年
間
入
館
券
の
発
売

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」
は
、

町
内
外
の
人
々
が
先
人
記
念
館
を
い
つ

で
も
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
本
町
の
先
人
、
歴
史
、
文
化
等
に
関

す
る
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
願
い
で
、
４
月
１
日
か
ら
一
年
間
、

何
度
で
も
入
場
で
き
る「
年
間
入
館
券
」

を
発
売
し
ま
す
。

　

以
命
亭
で
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を

お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

▼
有
効
期
間　

平
成
19
年
４
月
１
日
～

平
成
20
年
３
月
31
日

※
年
度
途
中
で
購
入
さ
れ
た
人
も
有
効

期
間
は
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

▼
年
会
費　

大
人
５
０
０
円
、
小
人

３
０
０
円
（
小
・
中
学
生
）

▼
展
示
内
容　

以
命
亭
ホ
ー
ル
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
企
画
展

な
ど
年
間
12
回
の
展
示
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０
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I N F O R M A T I O N
「
第
10
期
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り

５
０
０
人
委
員
会
」
委
員
の
募
集

　
「
こ
こ
ろ
豊
か
な
美
し
い
兵
庫
」
の

実
現
に
向
け
、
青
少
年
育
成
活
動
や
地

域
づ
く
り
活
動
に
積
極
的
に
参
画
す

る
地
域
の
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
の

「
学
習
と
実
践
の
場
」
と
し
て
、
同
委

員
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
研
修
期
間　

平
成
19
年
６
月
～

　

平
成
21
年
３
月

▼
募
集
対
象

◇
但
馬
地
域
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学

の
人

◇
お
お
む
ね
20
歳
以
上
の
人

◇
青
少
年
育
成
活
動
や
地
域
づ
く
り
活

動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い

る
人
、
ま
た
は
今
後
活
動
に
参
画
す

る
意
欲
を
持
つ
人

▼
募
集
人
員　

但
馬
地
域
で
約
40
人

（
県
下
で
５
０
０
人
）

▼
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
食
費
、

交
通
費
等
は
別
途
必
要
）

▼
募
集
期
限

　

５
月
18
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

但
馬
青
少
年
本
部

　
（
兵
庫
県
但
馬
県
民
局
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
４
８

平
成
19
年
度
調
理
師
試
験

▼
受
験
資
格

　

次
の
二
つ
の
条
件
を
い
ず
れ
も
満
た

す
人

◇
新
制
中
学
を
卒
業
し
て
い
る
人
ま
た

は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ

る
こ
と

◇
飲
食
店
経
営
、
そ
う
ざ
い
製
造
業
、

魚
介
類
販
売
業
、
集
団
給
食
施
設
で

満
２
年
以
上
調
理
の
実
務
経
験
の
あ

る
こ
と

▼
願
書
受
付
期
間　

５
月
７
日
（
月
）

～
15
日
（
火
）

▼
試
験
日
時
・
場
所　

７
月
８
日（
日
）・

県
立
豊
岡
高
等
学
校

▼
願
書
の
配
布　

新
温
泉
健
康
福
祉
事

務
所

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
６
１

広報しんおんせん（4月号）

H19（2007）.4.12

▼
申
請
場
所　

税
務
課
ま
た
は
、
温
泉

総
合
支
所
振
興
課

▼
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

印

鑑
、
障
害
者
手
帳
、
車
検
証
、
運
転
免

許
証
、
通
院
証
明
書
及
び
減
免
を
必

要
と
す
る
理
由
を
証
明
す
る
書
類
等

▼
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

住
民
税
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
３

　

温
泉
総
合
支
所　

振
興
課
税
務
係

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

　

‐
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら
‐

〝
町
民
無
料
開
放
日
〟
廃
止

　

住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
好
評
を
頂

い
て
い
た
毎
週
水
曜
日
の
「
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら
〝
町
民
無
料
開
放

日
〟」を
本
年
４
月
か
ら〝
町
民
優
待
日
〟

に
変
更
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
住
民
の
皆
さ
ま
の
健
康

増
進
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら

を
お
役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
お
願

い
し
ま
す
。

試　

験

お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税
の
障
害
者

減
免
申
請
に
つ
い
て

　

お
持
ち
の
軽
自
動
車
等
が
税
の
減
免

対
象
に
な
る
場
合
、
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。（
継
続
者
を
含
む
）

　

た
だ
し
、
普
通
自
動
車
（
県
自
動
車

税
）
と
重
複
し
て
、
減
免
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
障
病

者
手
帳
、
療
育
手
帳
及
び
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
人（
障

害
者
に
つ
い
て
一
定
の
要
件
あ
り
）
の

日
常
生
活
に
と
っ
て
不
可
欠
な
生
活

手
段
と
な
っ
て
い
る
軽
自
動
車
等

▼
申
請
期
限　

４
月
24
日
（
火
）

　

※
期
限
後
、
手
続
き
を
行
う
こ
と
は

　

で
き
ま
せ
ん
。
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平
成
19
年
産
水
稲
共
済
の

単
位
当
た
り
の
共
済
金
額

　

平
成
19
年
産
水
稲
共
済
の
単
位
当
た

り
の
共
済
金
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
最
高
額
２
１
６
円

　
（
前
年
最
高
額
は
２
２
６
円
）

▼
そ
れ
以
外
の
金
額

　

２
１
１
円
、
２
０
１
円
、
１
９
１
円
、

１
８
１
円
、
１
６
１
円
、
１
４
１
円
、

１
２
１
円
、
１
０
８
円

◇
農
作
物
（
水
稲
）
共
済
で
は
、
単
位

当
た
り
共
済
金
額
を
特
に
希
望
す
る
農

家
に
限
り
最
高
額
以
外
の
金
額
の
中
か

ら
選
択
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
低
い
金
額
を
選
択
す
る
と

被
害
に
あ
っ
た
時
に
支
払
わ
れ
る
共
済

金
が
少
な
く
な
り
、
十
分
な
補
償
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
み
か
た
で
は
、
被
害
に

あ
っ
た
際
に
十
分
な
補
償
が
受
け
ら
れ

る
最
高
額
で
の
加
入
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

◇
最
高
額
（
２
１
６
円
）
を
選
択
す
る

場
合
に
は
手
続
き
は
不
要
で
す
が
、
単

位
当
た
り
共
済
金
額
を
選
択
す
る
場
合

に
は
、
５
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
「
農

作
物
（
水
稲
）
共
済
単
位
当
た
り
共
済

金
額
個
人
選
択
申
出
書
」
を
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
み
か
た
（
美
方
郡
広
域
事
務
組
合
）

に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
み
か
た

　
（
美
方
郡
広
域
事
務
組
合
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
２
４
１
０

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
の
継
続
交
付
申
請
の
手
続
き

　

現
在
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、

本
年
８
月
１
日
以
降
も
継
続
し
て
交
付

を
希
望
す
る
人
は
、
継
続
交
付
申
請
が

必
要
で
す
。

▼
対
象
者　

８
月
１
日
以
降
も
医
療
受

給
者
証
の
継
続
交
付
を
希
望
す
る
、

８
月
１
日
時
点
で
満
20
歳
未
満
の

人
。（
一
定
の
医
学
的
基
準
を
満
た

す
人
が
引
き
続
き
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
主
治
医
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
）

▼
申
請
受
付
期
間　

５
月
１
日
（
火
）

～
６
月
29
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
６
１

H19（2007）.4.12

　

な
お
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
３
歳
以

上
の
幼
児
も
入
館
料
が
必
要
で
す
。（
町

民
１
０
０
円
、
町
民
外
２
０
０
円
）

▼
優
待
日　

毎
週
水
曜
日
（
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
、
夏
休
み
及
び
年
末
年

始
を
除
く
）

▼
優
待
料
金

　
（　

）
内
の
料
金
は
町
民
利
用
の
通

常
料
金

◇
大
人　

２
０
０
円
（
５
０
０
円
）

◇
小
・
中
学
生
と
65
歳
以
上　

　
　
　
　

１
０
０
円
（
２
５
０
円
）

◇
幼
児
（
３
歳
か
ら
）　

　
　
　
　

50
円
（
１
０
０
円
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
２
０
０
２

　

‐
県
立
但
馬
牧
場
公
園
‐

展
示
会
の
企
画
募
集
の
お
知
ら
せ

　

県
立
但
馬
牧
場
公
園
は
、
地
域
の
文

化
活
動
の
支
援
や
地
域
間
交
流
、
グ

ル
ー
プ
間
の
情
報
交
換
な
ど
を
お
手
伝

い
し
て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
主
に
会
議
等
に
使
用
し

て
い
た
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
を
、
一
般
の

文
化
団
体
等
の
展
示
会
に
使
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
「
営
利
を
目
的
と
し
な
い
展
示
会
を
開

催
し
た
い
」
と
い
う
場
合
、
展
示
会
開
催

希
望
の
３
か
月
前
ま
で
に
事
務
所
に
所

定
の
用
紙
で
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
期
間　
　

平
成
19
年
４
月
１
日

～
平
成
20
年
３
月
31
日
の
う
ち
２
週

間
以
内

▼
展
示
場
所　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

　
（
ビ
ジ
タ
ー
ハ
ウ
ス
内
）

▼
使
用
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
立
但
馬
牧
場
公
園

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
２
６
４
１

リフレッシュパークゆむら

広報しんおんせん（4月号）
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広報しんおんせん（4月号）

平成 19 年度狂犬病予防注射（集合注射）のお知らせ

　平成７年から、狂犬病予防法の改正により犬の登録・狂犬病予防注射が義
務付けられています。違反者に対して、法第 27 条の規定により罰則が課せら
れます。狂犬病予防注射を受けていただく方法として、「個別注射」と「集合
注射」があります。動物病院等で個別注射を受けていただくことが困難な人は、
次のとおり各地区を巡回しますので集合注射をご利用ください。（浜坂、温泉
地域それぞれの地域内の都合のよい会場で予防注射を受けてください）
　なお、犬を新しく飼っているのに届け出されていない人、飼っている犬が
死亡しているのに届け出されていない人は、役場　町民課、温泉総合支所　
住民福祉課に届け出てください。

４月２４日（火） ４月２５日（水）
時　間 地区名 注射場所 時　間 地区名 注射場所

8:30 ～ 8:35 上六軒町、奥中町 サンシーホール浜
坂前

8:30 ～ 8:40 芦屋 薬師堂前

8:45 ～ 8:50 宇都野町 浜坂体育センター前 8:50 ～ 9:00 松原町、浜岡町 レク ･ センター駐
車場

9:00 ～ 9:05 三 谷、 南 町、 秋
葉台、緑町

三谷ふれあいセン
ター前

9:10 ～ 9:15 八幡町、栄町 浜坂町商工会駐車場

9:15 ～ 9:20 三谷 喫茶シャンブル前 9:25 ～ 9:30 東 町 一・ 二・ 三
丁目、泉町

島田駐車場

9:30 ～ 9:35 戸田、若松町 戸田ふれあいセン
ター前

9:40 ～ 9:50 旭 町、 新 町、 老
松 町、 京 口 町、
京口一・二丁目、
清水町、中本町、
小井津町、本町、
港 筋 町、 浜 町、
戎崎町、元堀町、
下 本 町、 寺 町、
御 屋 敷 町、 門 陀
町、柱松町、

ユートピア浜坂駐
車場

9:45 ～ 9:50 福富 ふれあいセンター前 10:05 ～ 10:10 三尾 向根徳郎宅前
10:00 ～ 10:05 二日市 社会福祉協議会浜

坂支部前
10:20 ～ 10:25 赤崎 ふれあいセンター前

10:15 ～ 10:20 高末 ふれあいセンター前 10:35 ～ 10:40 和田 ふれあいセンター前
10:25 ～ 10:30 正法庵 ふれあいセンター前 10:50 ～ 10:55 田井、指杭 田井ふれあいセン

ター前
10:40 ～ 10:45 辺地 ふれあいセンター前 11:05 ～ 11:10 清富 子供会館前
10:55 ～ 11:00 藤尾 ふれあいセンター前 11:20 ～ 11:30 高 見 一・ 二・ 三

丁 目、 地 堂 一・
二丁目

役場西側（郵便ポ
スト横）

11:10 ～ 11:15 境 ふれあいセンター前 13:05 ～ 13:20 諸寄 諸寄基幹集落セン
ター駐車場

11:25 ～ 11:30 久斗山 ふれあいセンター前 13:30 ～ 13:40 奥町 ふれあいセンター前
13:05 ～ 13:10 七釜 ふれあいセンター前 13:50 ～ 13:55 釜屋 ふれあいセンター前
13:20 ～ 13:25 新市 ふれあいセンター前 14:05 ～ 14:15 居組 漁協居組支所西側

駐車場
13:35 ～ 13:40 用土 ふれあいセンター前
13:45 ～ 13:50 古市 ふれあいセンター前
14:00 ～ 14:05 栃谷 ふれあいセンター前
14:15 ～ 14:20 田君 ふれあいセンター前
14:30 ～ 14:40 対田 ふれあいセンター前
14:50 ～ 15:00 久谷 久谷駐在所前

‐ 問い合わせ ‐
町民課　生活環境係
℡（0796）82-5621

［浜坂地域］
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生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
、
生
活
訓

練
施
設
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ほ
お
ず
き
」

　

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ
お
ず
き
」

で
は
、
町
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
地
域
で

生
活
す
る
精
神
障
害
の
あ
る
人
や
家
族

が
、
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
相
談
支
援

◇
日
々
の
生
活
や
経
済
的
な
相
談

◇
家
族
や
人
間
関
係
の
こ
と

◇
仕
事
の
こ
と

◇
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
各
種
制
度
に
つ
い

　

て
の
相
談

生
活
訓
練
施
設「
ほ
お
ず
き
寮
」

　

病
院
に
長
く
入
院
し
て
い
て
地
域
に

戻
る
の
に
不
安
が
あ
る
人
、
若
し
く
は

現
在
、
家
族
と
同
居
し
て
い
る
が
身
の

ま
わ
り
の
こ
と
を
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
人
な
ど
が
、
一
定
期
間
入
所
し
て

生
活
力
を
身
に
つ
け
る
施
設
で
す
。

▼
定
員　

20
人

▼
入
所
期
間　

原
則
と
し
て
２
年
以
内

▼
そ
の
他　
「
ほ
お
ず
き
寮
」
は
、
短

期
入
所（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）も
行
っ

て
い
ま
す
。

４月１７日（火） ４月１８日（水）
時　間 地区名 注射場所 時　間 地区名 注射場所

9:00 ～ 9:05 竹田 竹田公民館前 8:50 ～ 9:00 前 全但バス前停留所前
9:15 ～ 9:20 井土（八日市） 井土集落センター前 9:15 ～ 9:20 霧滝 霧滝養魚場付近
9:30 ～ 9:35 井土（黒坂） 全但バス黒坂停留

所付近
9:30 ～ 9:35 青下 町民バス青下停

留所付近
9:45 ～ 9:50 今岡金屋 今岡金屋公民館前 9:40 ～ 9:50 岸田 岸田公民館前
9:55 ～ 10:00 熊谷（仁連寺） 全但バス仁連寺停

留所付近
9:55 ～ 10:05 田中 旧農協田中店前

10:10 ～ 10:15 熊谷（栃谷口） 熊谷公民館前 10:10 ～ 10:15 石橋 石橋公民館前
10:25 ～ 10:30 熊谷（大熊） 大熊県道三叉路付近 10:25 ～ 10:35 海上 海上公民館前
10:35 ～ 10:40 伊角 伊角公民館前 10:45 ～ 10:50 内山 全但バス内山出

合停留所付近
10:45 ～ 10:50 桧尾 桧尾防火水槽付近 11:00 ～ 11:05 越坂 越坂公民館前
11:05 ～ 11:10 数久谷 数久谷公民館前 11:15 ～ 11:20 宮脇 宮脇公民館前
11:30 ～ 11:35 歌長 歌長公民館前 11:25 ～ 11:35 千谷 農協八田支店前
13:00 ～ 13:05 春来 春来小学校プール下 11:40 ～ 11:45 鐘尾 鐘尾公民館前
13:10 ～ 13:15 春来（湯谷） 福井繁和宅前 11:50 ～ 12:00 千原・あさひヶ丘（千原）堂前
13:00 ～ 13:40 桐岡 桐岡公民館前 13:05 ～ 13:15 細田 細田公民館前
13:45 ～ 14:00 多子 多子公民館前 13:20 ～ 14:00 湯 町民センター
14:05 ～ 14:10 切畑 切畑公民館前
14:15 ～ 14:30 丹土 全但バス丹土停留所付近
14:35 ～ 14:45 中辻 中辻公民館前
14:50 ～ 15:05 塩山 塩山公民館前
15:10 ～ 15:40 飯野 薬師堂前

［温泉地域］

‐ 問い合わせ ‐
温泉総合支所住民福祉課　住民係
℡（0796）92-1131（代）

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ
お
ず
き
」・

　

生
活
訓
練
施
設
「
ほ
お
ず
き
寮
」

　

豊
岡
市
小
牧
１
５
１
０
‐
６

　

℡
（
０
７
９
６
）
29
‐
１
７
１
７

鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道「
浜
坂
道
路（
仮
称
）」

の
整
備
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

　

兵
庫
県
は
、
香
美
町
香
住
区
余
部
か

ら
新
温
泉
町
内
の「
浜
坂
道
路（
仮
称
）」

が
地
域
高
規
格
道
路
の
『
整
備
区
間
』

と
し
て
指
定
さ
れ
、
事
業
に
着
手
で
き

る
よ
う
関
係
機
関
と
調
整
中
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
同
道
路
の
概
略
計
画
を
決

定
す
る
に
あ
た
り
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ま
の
考
え
方
を
反
映
し
、
よ
り
よ
い
計
画

を
つ
く
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
時
期　

５
月
中
旬

▼
対
象　

浜
坂
地
域
全
世
帯

▼
配
布
物　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
用
紙
及

び
「
浜
坂
道
路
（
仮
称
）」
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
温
泉
土
木
事
務
所　

居
組
道
路
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
４
１




